
土岐商工会議所はあなたのパートナーです。お気軽にご相談ください。
来所の際は、事前にご予約をお願いします。

受賞者の吉村悠希さん（左から2人目）と神谷そらさん
の代理大橋廣さん（右）

年頭あいさつをする石黒信彦会頭

節
目
の
年
に
向
け

明
確
な
目
標
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
、土

岐
商
工
会
議
所
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、国
際
情
勢
に
お
い
て
は
、ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
き
、

ま
た
新
た
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
ハ
マ
ス
が
戦
闘
を
開
始

す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
不
安
定
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。国
内
に
お

い
て
も
、世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
、円
安

な
ど
の
大
き
な
環
境
変
化
が
次
々
と

押
し
寄
せ
、
ま
だ
ま
だ
予
測
困
難
な

経
済
状
況
が
続
き
、人
手
不
足
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
は
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、

昨
年
は
土
岐
市
役
所
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
ご
協
力
、
ま
た
事
業
者

の
皆
様
に
よ
る
協
賛
金
の
ご
協
力
に

よ
り
、４
年
ぶ
り
に「
土
岐
市
織
部
ま

つ
り
花
火
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
夢
は
大
き
く
、
打
つ
手

は
無
限
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、『
美
濃
焼
』『
事
業
者
』『
ま
ち
づ

く
り
』『
人
づ
く
り
』
の
４
つ
の
支
援

戦
略
室
を
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
順
調
に
成
果
を
上
げ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
豊
か
な
ま

ち
の
「
未
来
」
へ
と
繋
げ
て
い
く
に

は
、人
口
減
少
を
止
め
、移
住
・
定
住

に
つ
な
が
る
生
活
圏
と
し
て
の
魅
力

や
価
値
の
向
上
、
住
み
や
す
く
働
き

や
す
い
、
魅
力
あ
る
町
に
し
て
い
く

こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
土
岐
商
工
会

議
所
と
し
て
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
土
岐
市
と
市
民
の
皆
様
と
一
体

と
な
り
、「
新
し
い
土
岐
市
」「
新
し
い

美
濃
焼
の
ま
ち
」
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、自
己
変
革
に
挑
む
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の

持
続
的
成
長
を
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

Ａ
Ｒ
Ｅ

－

共
に
創
る
と
き

土
岐
市
長
　
加  

藤   

淳  

司

大
き
な
夢
を
も
っ
て

　
　

明
る
い
未
来
を
築
き
上
げ
よ
う
！

土
岐
商
工
会
議
所
　
　
会 

頭
　
石  

黒   

信  

彦

　

産
業
・
文
化
・
自
然
・
歴
史

な
ど
の
分
野
で
、
心
豊
か
に
快
適

で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
・
法
人
・
団
体

の
推
薦
を
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
商
工
会
議
所
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

と
き
☆
キ
ラ
リ
賞

　
　
　
　
候
補
者
募
集

令和6年
土岐商工会議所新年互礼会

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
い
一
年
の

門
出
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
見

直
さ
れ
、
ま
ち
に
笑
顔
が
戻
っ
た
一

方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
顕
在
化
し
た

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
地
元
の

方
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
き
た
行
事

や
組
織
の
運
営
が
曲
が
り
角
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
公
民
連

携
の
推
進
、民
俗
文
化
財
の
魅
力
を

発
信
す
る
伝
統
文
化
公
演
や
堅
調
な

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
美

濃
焼
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
愛
着
と
誇
り
を

も
て
る
ま
ち
へ
の
道
筋
を
描
き
な
が

ら
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
、
正
解
が
な

い
と
も
い
わ
れ
る
今
、
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
な
が
ら
新
し
い
社
会
を
創

る
と
き
で
あ
る
と
認
識
し
、
本
年
も

重
点
施
策
で
あ
る
読
書
率
の
向
上
と

全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
加

え
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」

「
く
ら
し
づ
く
り
」
を
市
政
の
柱
に
、

人
口
減
少
対
策
・
こ
ど
も
政
策
な
ど

持
続
可
能
な
地
域
へ
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
「
ア

レ（
Ａ.

Ｒ.

Ｅ.

）」は
、
プ
ロ
野
球
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
岡
田
監
督
が
優
勝
を

表
現
し
た
言
葉
で
す
が
、
英
単
語
の

「
Ａ
Ｒ
Ｅ
」と
す
る
と
、“

Ｗ
ｅ（
私
た

ち
） “

の
場
合
に
使
わ
れ
る
ｂ
ｅ
動

詞
に
な
り
ま
す
。さ
ら
な
る
土
岐
市

の
発
展
（
Ａ.

Ｒ.

Ｅ.

）
の
ス
テ
ー
ジ

を
、
皆
さ
ま
と
創
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実

り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
・

　
１
月
５
日
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
に
お
い
て
、「
令
和
６
年
土
岐

商
工
会
議
所 

新
年
互
礼
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
政
界
・
官
公
庁
・
各
種
団
体
等
関
係
者
を
は
じ
め
、
会
議
所

役
員
・
議
員
な
ど
１
１
５
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。開
会
に
先
立
ち
、「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
」の
犠
牲
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

で
メ
ジ
ャ
ー
大
会
初
優
勝
。プ
ロ
通

算
２
勝
目
で
、見
事
女
子
プ
ロ
日
本

一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
長
年
の
努
力
と
、日
本

一
と
い
う
輝
か
し
い
結
果
を
残
さ

れ
た
こ
と
で
、地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋

が
っ
た
こ
と
が
、高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
・
接
客
日
本
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
大
島
和
也
氏
が
、「
人
を
笑
顔
に

す
る
話
し
方
」に
つ
い
て
、
お
笑
い

芸
人
な
ら
で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク

と
フ
リ
ッ
プ
を
使
い
、会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、参
加
者
同
士
和
や
か
に
懇

談
し
交
流
を
深
め
、盛
況
の
う
ち
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

石
黒
会
頭
は「
来
年
は
市
制
70
周

年
、商
工
会
議
所
創
立
60
周
年
の
節

目
で
あ
り
、希
望
と
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
や
企
業
を
目
指
す
た
め
に
、明

確
な
目
標
を
打
ち
出
し
た
い
。今
年

は
準
備
期
間
と
し
て
、市
と
の
情
報

共
有
や
東
美
濃
地
域
の
広
域
連
携

を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
」と
あ
い

さ
つ
。

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、経

済
界
の
視
点
か
ら
産
業
・
文
化
・

自
然
・
歴
史
な
ど
の
分
野
で
、心
豊

か
に
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
法
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
、
第
15
回「
と
き

☆
キ
ラ
リ
賞
」の
表
彰
が
あ
り
、『
岐

阜
県
立
土
岐
商
業
高
等
学
校
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
』の
吉
村
悠

希
さ
ん
と
、『
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
』
神
谷
そ
ら
さ
ん
の
お
二
人
に
、

石
黒
会
頭
よ
り
賞
状
と
陶
芸
作
家

加
藤
保
幸
さ
ん
制
作
の
作
品
と
副

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
悠
希
さ
ん
は
、小
学
５
年
生

の
と
き
か
ら
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
始
め
、令
和
４
・
５
年
度
に

開
催
さ
れ
た
、『
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
男
子
73
キ
ロ
級
』で
、

岐
阜
県
の
選
手
で
半
世
紀
以
上
ぶ

り
と
な
る
、２
年
連
続
優
勝
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
長
年
の
努
力
と
、輝
か

し
い
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

神
谷
そ
ら
さ
ん
は
、土
岐
津
町
出

身
で
、６
歳
の
こ
ろ
か
ら
ゴ
ル
フ
を

始
め
、麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
で
は
ゴ

ル
フ
部
に
所
属
。研
鑽
を
積
み
重
ね

ら
れ
、令
和
５
年
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に

合
格
し
、
同
年
開
催
さ
れ
た『
第
41

回
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ

シ
ッ
ク
』に
お
い
て
ツ
ア
ー
初
優
勝
。

さ
ら
に
、『
第
56
回
日
本
女
子
プ
ロ

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
杯
』で
は
、
通
算
12
ア
ン
ダ
ー

「話す姿勢を整えることが、笑顔にする第一歩」
と語る講師の大島和也氏

夢は大きく
  打つ手は無限!
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ウッドライフ 株式会社
～自然素材を活かした地球とカラダにやさしい家づくり～

・STEICO〈木繊維断熱材〉 ・リボス〈自然健康塗料〉
・オガファーザー〈紙クロス〉 ・カルクウォール〈天然スイス漆喰〉

ホームページInstagram 土岐市下石町1725 -2  

ホームページ：www.woodlife519.com
Instagram：woodlife.toki 

TEL.0572-57-8700

カネコ小兵製陶所株式会社

くらしの中へ「小さな」しあわせを届けます

代表取締役社長 伊 藤     克 紀
土岐市下石町 292-1　TEL0572-57-8168

www.ko-hyo.com

代表取締役 石 黒  義 啓
岐阜県土岐市泉町久尻20-16

TEL: (0572)55-2153　FAX: (0572)54-1106
http://www.ishiguro-shouji.co.jp

商いのチカラで私たちの街をもっと笑顔に

林　大 輔
（協業）肥田セラム

佐分利 富由
㈱ サ ブ リ

玉 樹 成 三
㈱丸利玉樹利喜蔵商店

柴　雅 人
土岐商工会議所

酒 井 忠 造
ＡＷＥＳＯＭＥ税理士法人大富事務所

石 黒 信 彦
石黒商事㈱

酒 井 良 郎
㈱マルエス産業

鈴 木 達 也
高砂工業㈱

伊 藤 克 紀
㈱カネコ小兵製陶所

舘 林 慶 二
舘林建設㈱

楓　陽 光
大東亜窯業㈱

加 藤 建 治
昭英製陶㈱

安 藤　久
東濃窯業㈱

玉樹 喜美成
㈱丸利玉樹利喜蔵商店

加 藤 文 雄
㈱山文トムソン

永 田 五 一
㈱永田重機

安 藤 浩 市
㈱ヤマ吾陶器

水 野 貴 夫
㈱山さ水野商店

山 田 弘 幸
丸山山田陶器㈱

加 藤 海 蔵
光洋陶器㈱

塚 本 六 美
㈱東産工業所

安 藤 正 彦
土岐三菱自動車販売㈱

中 根 達 人
㈱中根モータース

三 浦　聡
東濃陶器㈱

林　立 之
立風製陶㈱

土 屋 総一郎
土屋製砥㈲

土 本 徳 和
美濃冷暖㈱

大 島 靖 生
㈱大島電氣工事

岩 原　剛
イワトー㈱

小 林 龍彦
㈱フタダ

土 本 浩 樹
真空セラミックス㈱

奧村 健太郎
奥村電気工事㈱

副
会
頭

常
議
員

専
務
理
事

監
　
事

会
　
頭

名
誉
会
頭
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土岐商工会議所Facebookページでも情報を配信中。
ぜひ「いいね！」をよろしくお願いします。

身口意一致して
　　　責任を尽くす
舘林建設 株式会社

舘 林  慶 二 さん

心新たに
　　60代をスタート！

日々 勉強し一日一日を
　　大切に過ごしたい

小さなwaを大きなwaへ
立ち止まらず行動し続ける

美濃冷暖 株式会社

土 本  徳 和 さん

合同会社 watowa

林　初 美 さん
三郷陶器 株式会社

加 藤  衛 治 さん

①今というこの時は、過去の結果ではなく、未来にとって必要なこと。
　不穏な世の中ですが勇気と希望を持ってこれからも日々過ごしたい。
②二人の孫。癒しと気づきを与えられています。
③干支を6回も迎える年齢になっても、言ってることと、やってることが違っ
　ていたり、うわべばかりを取り繕ったりしてて、いつも反省ばかり。「身口
　意一致して責任を尽くす」今年はもうすこし近づけて生きていきたい。

①昨年11月、代表取締役社長に就任し今までと立場が変わりました。
　日々勉強し一日一日を大切に過ごしたいです。
②時間を空けてする旅行を楽しんでいます。
③今年の干支は架空の生き物である辰（龍）です。
　龍のように躍動の年となるよう、前向きに、困難を乗り越え、成果があ
　ふれる一年にしましょう！

①小さなwaを大きなwaへ繋げるべく、立ち止まらずに行動し続け、大きな
　目標への道を築いて行きます。
②今はとにかく陶芸村を改革していくことに没頭しています。
③ご縁・人との繋がりに感謝の毎日です。また、自分の想いや目標を言葉に
　して発信していくことで実現に近づくと思っています。失敗や挑戦すること
　を恐れず、一歩踏み出す勇気を!!

①36歳・48歳を迎えた時もそれぞれ思うことが有りましたが、還暦となる今年
　はそれらとは比較にならない程、大きな節目の新年だと受け止めています。
②今後の人生設計を考えるようにしています。
③経営者としてまだまだ未熟であり会社も理想には程遠い状態ですので、今後
　も精進を重ね、会社を次の世代に引き継がせるに相応しいカタチにすべく、
　新たな60代をスタートしたいと思います。ご指導ご鞭撻をお願い致します。

72歳
昭和27年生まれ

60歳
昭和39年生まれ

36歳
昭和63年生まれ

48歳
昭和51年生まれ

①
新
年
の
抱
負

②
今
、熱
中
し
て
い
る
こ
と

③
年
男・年
女
か
ら
の一言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　前会頭大島健太郎氏
（㈱大島電氣工事取締
役会長）は、副会頭を経
て令和元年会頭に就任
されました。就任と同時
期に新型コロナウィルス
感染症が猛威をふるい、
国内外が未曾有の事態

に陥るなか、地域の事業者の救済や経済の安定
に尽力された功績等により、旭日小綬章を受章
されました。
　今後一層のご活躍をお祈り申し上げます。

受賞おめでとうございます！
旭日小綬章（産業振興功労）

大島 健太郎氏

秋の
叙勲

「
ギ
フ
ト
・シ
ョ
ー
春
2
0
2
4
」出
展
へ

　

２
月
６
日
〜
８
日
に
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
第
97

回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
２
４
」

に
土
岐
商
工
会
議
所
ブ
ー
ス
「
と

き
の
い
ろ
」
に
出
展
す
る
５
事
業

所
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
・
バ
イ
ヤ
ー
交
流
会
で

は
、
大
手
小
売
店
の
バ
イ
ヤ
ー
や

広
報
担
当
者
、
料
理
研
究
家
の
３

人
に
新
商
品
を
み
て
も
ら
い
、
良

い
点
や
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
ま
で
に

改
良
し
た
方
が
良
い
点
等
の
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
事
業
者
か
ら
は
、「
バ

イ
ヤ
ー
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

の
で
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え

て
参
考
に
な
っ
た
」「
他
の
事
業
所

の
方
に
商
品
の
形
状
や
加
飾
方
法

に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、
情
報
交

換
が
で
き
成
果
が
あ
っ
た
」
な
ど

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
に
来
場
さ
れ

る
方
は
、ぜ
ひ
土
岐
商
工
会
議
所

ブ
ー
ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
出
展
の
様
子
な

ど
は
3
月
号
に
て
ご
報
告
し
ま
す
。

・
金
正
陶
器
㈱（
泉
町
）

・
㈱
伸
光
窯（
泉
町
）

・
立
風
製
陶
㈱（
下
石
町
）

・
㈲
丸
達
製
陶
所（
駄
知
町
）

・
㈱
R
O
K
U
R
O 
W
O
R
K
S（
泉
町
）

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
出
展
者

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

「
健
康
診
断
」の
ご
案
内

　

若
手
社
員
や
管
理
職
就
任
前
の

社
員
を
対
象
に 「
時
間
管
理
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
時
間
管
理
の
手
法
を

学
び
、身
に
つ
け
、企
業
の
目
標
達

成
と
社
員
の
成
長
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
内
容
で
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
２
月
７
日（
水
）

時
　
間　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
（
昼
食
休
憩
を
含
む
。食
事
は
各

　

 

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

受
講
料　
会
員
2
2
0
0
円（
税
込
）

　
　
　
　
一
般
5
5
0
0
円（
税
込
）

会
　
場　
土
岐
商
工
会
議
所

講
　
師　
宮
沢
亮
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

　
　
　
　
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
代
表

　
　
　
　
中
小
企
業
診
断
士　
　

　
　
　
　

宮
沢　

亮
氏

定
　
員　
20
名
（
１
社
複
数
名
の

　
　
　
　

参
加
も
可
）

※
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
は
業

　

務
課
ま
で

　

生
活
習
慣
病
は
、
早
期
に
自
覚

症
状
が
な
く
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に

進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。会
員
価
格
で
受
診

す
る
こ
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
い
た
だ
き
健
康

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期　
4
月
4
日（
木
）〜

　
　
　
　
　

5
月
18
日（
土
）

健
診
会
場　
き
き
ょ
う
の
丘
健
診

　
　
　
　
　

プ
ラ
ザ

※
詳
細
は
2
月
上
旬
に
郵
送
に
て

　

ご
案
内
し
ま
す
。

〜 

5
事
業
者
バ
イ
ヤ
ー
と
交
流
深
め
る 

〜
「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

参
加
者
募
集

バイヤーからアドバイスを受ける事業者
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期待をカタチに変えていく。

代表取締役社長 鈴 木  達 也
本社 〒509-5401 土岐市駄知町 2321-2
TEL (0572)-59-1234   FAX (0572)-59-2033
 http://www.takasago-inc.co.jp

土岐商工会議所会員であれば無料で「会員企業サイト」へ掲載いただけますので、
お気軽にURLをご連絡ください。

■確定申告支援（所得税・消費税）

駄 知 公 民 館
土岐商工会議所
妻 木 公 民 館
土岐商工会議所
土岐商工会議所
土岐商工会議所

会　　　場 相　談　員相　談　日
２月16日（金）
２月19日（月）

２月26日（月）

３月 7 日（木）

坂本みはる 税理士

大野晃裕 税理士
松山美穂 税理士

山本晃裕 税理士
野間民会 税理士
田島宏美 税理士

２月22日（木）

３月 1 日（金）

二人三脚で切り盛りをされる西寺夫妻

空き家再生で
新たな価値創造を

合同会社 Forone 〈フォロネ〉
代表社員 渡邊　諭
土岐市下石町陶史台

　空き家の増加は周辺地域の景観悪化、
犯罪増加、住宅価格の下落、地域コミュニ
ティの弱体化等、地域経済の低下につなが
ると社会的問題となっています。
　空き家再生を行う(同)Forone代表の渡
邊さんはモノづくりが好きで、以前は自動車
会社に勤務してHVユニット製造設備の新
規開発等に携わっていましたが、空き家問題に関心を持つようになり
令和元年に会社を設立し、本気で事業に取り組むため昨年前会社を
退職しました。建物が傷み不用品が取り残され草木も生い茂った一般
的には嫌がられる物件を積極的に購入して快適に住めるように空き家
は改修、貸家として再生しています。現在土岐市と近隣に40戸程度を
所有、30～40代の夫婦や企業研修生の住まいとして人気で貸出し物

件は全て埋まっています。今まで退去者０人
という実績からも利用者の満足度は高いよ
うです。
　『毎年15戸ずつ再生して令和9年には
100戸・定住人口増加を目指しています。将
来的には陶芸体験ができる民泊など土岐の
魅力を長く楽しんでもらえる場を作りたい』と
夢を語られました。他にも現在下石小学校
PTA会長、土岐青年経営塾参加等の活動も
しています。

会 員 訪 問

Forone代表の渡邊諭さん(42才)

『手のかかる物件も楽しんで再生してます』

なつかしさ・親しみを
感じられる味わい

濃厚煮干しらーめんでらちゃん
店主 西寺　崇志
土岐市下石阿庄町4-11
☎87-0304 （共用駐車場12台）

　9月末にオープンした『でらちゃん』
は、この周辺では珍しい、煮干しベース
のラーメン店です。元々西寺さんは、家
業の設計事務所で仕事をしていまし
たが、30代で興味があった料理の世
界に入り、ラーメン店等で長年経験を
積んだ後、独立を決心。現在、妻の由
美子さんと二人で店舗を切り盛りされ
ています。
　煮干しラーメンは、津軽地方が発祥とされ、あっさりとした中にコク
のある味わい。「ラーメンが好きで、色 と々食べ歩いた。こってり系・あっ
さり系があるが、あっさりの方が地域性に合い、老若男女どなたでも楽
しめる」と西寺さん。こだわりは、瀬戸内産の炒り粉で取った、化学調味
料を使わないスープと国産全粒粉のもちもちとした麺。メニューは、醤

油・塩・味噌の定番や、季節限定品
（2ヶ月周期）など、飽きさせない工夫を
されています。また、カウンター席以外
に座敷もあり、ご年配や子供連れでも
ゆったりと楽しめます。ぜひ足を運んで
みてください。

11月からの新メニュー「煮干し味噌ラーメン」
850円（税込）

営業時間  昼11時～14時、夜17時～20時
定  休  日  毎週火曜日・月曜夜・月末月曜日
Instaglam : niboshi_dera_chan2023

確
定
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

予
約
制
・
移
動
相
談
会
の
ご
案
内

　

名
古
屋
税
理
士
会
多
治
見
支
部

の
協
力
を
得
て
「
確
定
申
告
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　　

 

　

所
得
税
確
定
申
告
書
の
提
出
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

専
従
者
・
配
偶
者
・
扶
養
親
族
は

番
号
を
記
載
、
申
告
者
は
番
号
に

加
え
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

表
裏
の
写
し
ま
た
は
②
通
知
カ
ー

ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証
明

書
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、１
月
下
旬
よ
り「
確
定
申

告
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
が
税

務
署
か
ら
届
き
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◉
所
得
税　
３
月
15
日（
金
）

◉
消
費
税　
４
月
１
日（
月
）

■
免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

　
発
行
事
業
者
に
な
ら
れ
た
方
へ

　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
方

は
、
令
和
５
年
度
分
の
基
準
期
間

（
令
和
３
年
分
）の
課
税
売
上
高
が

1
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、（
課

税
期
間　

令
和
5
年
10
月
か
ら
12

月
31
日
ま
で
）
消
費
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

■
事
前
予
約
の
お
願
い

　
「
確
定
申
告
相
談
日
」、
ま
た
そ

れ
以
外
に
会
議
所
を
ご
利
用
さ
れ

る
場
合
も
、
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。予
約
な
し
で
お
越
し
い

た
だ
い
た
際
に
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、
体
調

不
良
の
方
は
来
場
を
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
日
の
活
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
合
わ
せ
・
ご
予
約
は
指

　

導
課
ま
で

申
告
期
限

お
知
ら
せ

確定申告相談会のご案内確定申告相談会のご案内確定申告相談会のご案内

※相談時間
　午前10時～午後４時まで
　（正午より午後１時まで休
　憩とします）
※税理士関与以外の個人事
　業主が対象です。

電
子
帳
簿
保
存
法
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
方
法
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

2
0
2
4
年
1
月
よ
り
申
告
所

得
税
・
法
人
税
に
関
し
て
帳
簿
・

書
類
を
保
存
す
る
義
務
の
あ
る
方

が
、注
文
書
・
契
約
書
・
送
り
状
・

領
収
書
・
請
求
書
な
ど
に
相
当
す

る
電
子
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
し
た

場
合
に
は
、そ
の
電
子
デ
ー
タ（
電

子
取
引
デ
ー
タ
）
を
保
存
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
保
存
が
必

　
要
な
の
か
？

○
取
引
等
に
係
る
注
文
書
・
契
約

　

書
・
送
り
状
・
領
収
書
・
見
積
書
・

　

請
求
書
な
ど
に
相
当
す
る
デ
ー

　

タ
○
デ
ー
タ
で
や
り
と
り
し
た
も
の

　

が
対
象
で
あ
り
、
紙
で
や
り
と

　

り
し
た
も
の
を
デ
ー
タ
化
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
な
い

○
受
け
取
っ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、 　

送
っ
た
場
合
に
も
保
存
す
る
必

　

要
が
あ
る

◆
ど
の
よ
う
に
保
存
す
る
必
要
が

　
あ
る
の
か
？

○
改
ざ
ん
防
止
の
た
め
の
事
務
処

　

理
規
定
を
定
め
て
保
存
す
る

○「
日
付
・
金
額
・
取
引
先
」で
検

　

索
で
き
る
よ
う
保
存
す
る

○
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
て

　

保
存
し
た
り
、
訂
正
・
削
除
の

　

履
歴
が
残
る
シ
ス
テ
ム
等
で
の

　

授
受
、
保
存
す
る
な
ど
が
あ
り

　

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
電
子
帳
簿
保
存
法

の
取
扱
通
達
・
Q
＆
A
・
説
明
動

画
な
ど
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
電
子
帳
簿
等
保

存
制
度
特
設
サ
イ

ト
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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